
異議あり！11.8 国民保護実動訓練 
住民を巻き込んだ 

戦争訓練への参加を 

拒否しましょう！ 
◇国（内閣官房、消防庁）、石川県、七尾市は１１月８日（日）、七尾国家石   

油ガス備蓄基地やマリンパークを舞台として石川県では３回目、七尾市では    

２回目となる国民保護実動訓練を計画しています。今回は初めて国が主催団 

体として参加し、住民の参加は過去最大規模となる４００人が予定されてい 

ます。学校施設の使用も初めてです（右参照）。 

◇私たちは過去の実動訓練で監視行動を実施し、訓練の内容をつぶさに見てき 

ました。国民保護実動訓練は「国民保護」と言いつつ、実態は住民を巻き込 

んだ戦争訓練に他なりません。しかも、訓練を重ねる毎に自衛隊の登場場面 

は拡大し、軍事行動はエスカレートしています。 

◇鳩山新政権は「東アジア共同体」を提唱し、アジア重視の外交方針を示して 

います。七尾市は韓国・金泉市や中国・大連市全州区などと姉妹都市を結び、 

友好関係を深めてきましたが、国も近隣諸国との間で平和外交を展開し、経 

済や文化、スポーツなどの交流をさらに進め、友好関係を築いていくことは 

とても大切なことです。今回の訓練が時代の流れに逆行していることは明ら 

かです。 

◇七尾市民の皆さん、戦争訓練への参加を拒否し、私たちと一緒に訓練反対の 

声をあげていきましょう。 
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問題だらけの国民保護計画！ 
                                         

                                                    

                         

 

                          

 

                                                                                      

                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

                                          

 

 

                                          

                                             

問題点１ 戦争法の中に位置づけられた計画です。 

 今回の訓練は石川県国民保護計画、七尾市国民保護計画に基づいてお

こなわれますが、その根拠法は２００４年に成立した国民保護法です。

そしてその上位法は２００３年に成立した武力事態対処法です。この法

律が想定するのは「外部からの武力攻撃」、すなわち戦争です。 

国民保護計画は「国民保護」と言いつつも実態は「銃後の備え」を平

時からおこない、いざというときには国民や自治体を戦争体制に組み込

んでいくための法律です。私たちは憲法違反だと主張してきました。 
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問題点２ 自衛隊を街の中に登場させることが最大の狙いです。 

 石川県近海では過去に不審船問題がありました。また世界各国では「テロ」が続発しています。もちろん

殺人や爆破行為などはいかなる理由があっても許される行為ではありません。 

しかし、「テロ」は国際的にも犯罪行為として扱われ、警察が被疑者を逮捕し、裁判で有罪・無罪が判断

されます。海の上では海上保安庁がその役割を果たします。自衛隊や軍隊が出動して解決する問題ではあり

ません。 

２年前には七尾市内で国民保護実動訓練だけでなく自衛隊が武器を持って街中を行進する訓練もおこな

われました。「これからは戦時もある」という県民の意識変化を狙い、自衛隊をどんどん日常生活の中に登

場させることが訓練の最大の狙いです。 

問題点３ 近隣諸国に脅威を与え、東アジアの軍事的緊張を高めます。 

かつて小泉元総理は「備えあれば憂いなし」と述べ、国民保護法など有事法制を次々と制

定していきました。しかしこれは、台風や地震、洪水などの自然災害と防衛問題を意図的に

混同した発言です。 

自然災害は防ぎようがありませんから、日々の備えが大切です。しかし戦争はある日突然

勃発するものではなく外交の失敗として起こります。日本国憲法は先の大戦の反省から国際

紛争を武力で解決することを禁じています。日本が再び戦争への備えを進めれば、かつて侵

略を受けた近隣諸国は身構え、軍事的緊張が高まります。 

鳩山新政権は東アジア共同体を提唱し、アジア重視の政策を打ち出しています。国民保護

実動訓練は時代に逆行した訓練と言わざるをえません。近隣諸国を敵対視する有事法制は

「備えあれば脅威あり」、「備えあれば戦争あり」で、平和の実現に逆行します。 

「国民保護訓練１１０番」設置  

国民保護実動訓練への参加は「強制」されませ

ん。 

国民保護法は、第４条で国民に対する協力要請

について、国民の「自発的な意思によるもの」で、

「強制があってはならない」と規定しています。 

しかし、実際は「自発的参加」の号令で、地域

での人間関係も利用し事実上の強制＝国家総動

員態勢となることが危惧されています。 

強制は法律違反であり、人権侵害でもありま

す。意に反して参加が強要されるような場合は、

「国民保護訓練１１０番」までご連絡ください。 

☎０７６－２３１－２１１０ 

社会法律センター 

（１５人の弁護士が所属しています） 

電話受付  

平日９：００～１８：００ 

         土曜９：００～１２：００  

左：避難車両を先導する自衛隊。自衛隊車両は戦時

には攻撃対象となるため、住民が一緒にいては戦闘

に巻き込まれかねない。自衛隊を登場させるための

非現実的な訓練となっている。  

不審 船を 追い つ

め、発砲する海上

保安庁の巡視船  


